
教職課程履修の手引【 2019年度入学生(19T用)】  
 

１ 教職課程について 

 

中学校・高等学校などの教員になるためには，教育職員免許状（教員免許状）を取

得することが必要である。信州大学工学部では，文部科学省の認可を受け，教員免許

状取得のための教職課程を各学科に設置している。 

教職課程では，学科の卒業要件を満たす他に，定められた授業科目の履修，介護等

体験・教育実習など学外での実習などがある。将来教員になるという強い意志をもつ

学生のためのカリキュラムである。 

 

（ 1）教員免許状の種類  

教員免許状には普通免許状，特別免許状，臨時免許状がある。一般的な方法で取

得可能なものは普通免許状であり，工学部で取得できるのもこの免許状である。ま

た，普通免許状の中にも，専修免許状（大学院修了相当），一種免許状（大学卒業

相当），二種免許状（短期大学卒業相当）の 3 つの区分があり，さらに，理科・数

学・工業などの教科区分がある。 

 

（ 2）取得できる教員免許状の種類と教科 

工学部の各学科において取得可能な免許状の教科は次のとおりである。  

学科  免許教科 種類  

物質化学科 

水環境・土木工学科 

機械システム工学科 

理科  
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状  

工業  高等学校教諭一種免許状  

電子情報システム工学科  

数学  
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状  

情報  高等学校教諭一種免許状  

工業  高等学校教諭一種免許状  

建築学科 工業  高等学校教諭一種免許状  

 

（ 3）教員免許状の取得方法 

（免許法第 5 条別表第 1 及び免許法施行規則第 66 条の 6 による）  

教員免許状を取得するためには，卒業時に授与される学位のほかに，「基礎資

格」，「教科及び教職に関する科目」にある単位を修得し，必要書類を添えて都道

府県教育委員会に申請する必要がある。 

 

基礎資格   

基礎資格 

学士の学位を有すること  

免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目を修得していること  

①日本国憲法 (2 単位 ) 

②体育 (2 単位 ) 

③外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(2 単位 ) 

④情報機器の操作 (2 単位 )  
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教科及び教職に関する科目  

 

取得科目の詳細については，後述を参考すること。 

 

 

（ 4）単位取得のための履修例 

  1 年次  2 年次  3 年次  4 年次  

基
礎
資
格 

①日本国憲法        

②体育  
 

  

③外国語  
 

  

④情報機器の操作（学科 により異 なる） 

【第２欄】  
  

教科に関する科目  

（専門科目） 

  

   

  教科の指導法に関する科目        

【第３欄】  教育の基礎的理解に関する科目          

【第４欄】  
道徳・総合的な時間等の指導法及び

生徒指導、教育相談等に関する科目  
        

【第５欄】          教育実習  
教職実

践演習  

【第６欄】      介護等体験実習        

 

 ＜注意事項＞ 
・教員免許状を取得するために必要な単位には，卒業に必要な単位に含まれない科目，隔

年開講の科目もある。卒業に必要な単位を確認しながら履修計画を立てること。  

・松本キャンパスのみで開講される科目もある。（特に【第３欄】【第４欄】）  

 できる限り１年生のうちに履修しておくこと。  

・１年次から計画的に修得し，４年次の「教育実習」までに，教職実践演習以外の教職に

関する科目の履修を終えておくこと。  

・大学院へ進学する場合，取り残した科目を科目等履修生として修得することもできる。  

・各年度の初めに教職ガイダンスを行うので必ず出席すること。  

 

 

（ 5）専修免許状の取得  

本学大学院では，「専修免許状」の取得が可能である。この場合，一種免許状を

学部において取得し，大学院進学後，指定の科目を 24 単位以上修得し，申請する

こととなる。 

 

 

 

 

【第２欄】  
教科及び教科の指導法に  

関する科目  

【第３～５欄】  
教育の基礎的理解に  

関する科目等  

【第６欄】  
大学が独自に  

設定する科目  

中学校教諭 

一種免許状 
２８単位  ２７単位  

４単位  
※介護等体験必須  

高等学校教諭 

一種免許状 

２４単位  ２３単位  １２単位  

 

 

（「工業」は特例有り）  
 

【第２～６欄】計     ５９単位  

採 用 試 験  免 許 申 請  
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（6）教員免許状の申請 

教員として採用される場合，採用時までに教員免許状を取得しておく必要がある。  

教育職員免許状は，教育職員免許法に従い，都道府県の教育委員会（免許状授与権者

という）に申請することにより授与される。いずれの教育委員会から交付される免許

状も，全国共通の効力を有する。  

 

在学中（卒業時）の教員免許状申請手続き 

本学部にて所定の単位を卒業時までに修得した学生を対象に，大学が免許状取得見

込者の申請書類をとりまとめて，長野県教育委員会へ一括申請を行う。免許状は卒業

式の当日に交付される。所定の期日（１１月頃掲示により指定）までに申請書類を提

出した学生に限るので注意すること。 

      

卒業後の教員免許状申請手続き 

学部在学中に教員免許状を取得せず，卒業後に免許状を取得する場合は，以下の手

続きが必要となる。  

① 免許状取得に必要な単位を科目等履修生（大学院在学中を含む）により取得する。  

②  必要単位が揃ったら，指定された証明書を大学に発行してもらい，申請先の都道

府県教育委員会に問い合わせた上で直接申請（個人申請）をする。個人申請は，

卒業後随時，行うことが出来る。個人で申請を行う際の必要手続きについては，

申請先都道府県教育委員会の指示に従うこと。 

なお，本学部の科目等履修生に入学できるのは，4 月と 10 月のみであり，本学部の

制度では，各月の前々月までに出願の手続をしなければならない。教育実習の科目等

履修はできないので注意すること。  

また，教員免許の関係法律は数年で改正されることが多く，在学時より，免許状取

得のための科目や単位が増加することもあるため，可能な限り在学中に取得すること。 

 

 

（7）教員免許状更新制について 

平成 19 年 6 月の教育職員免許法の改正により，平成 21 年 4 月 1 日以降に授与され

る普通免許状及び特別免許状の有効期間は授与から 10 年後の年度末となる。免許更

新は，有効期間の満了の 2 年以内に大学等で 30 時間以上の講習を修了後，教育委員

会に申請して行う。  

この法律の施行前に授与された免許状には有効期間の定めはない。教員は 10 年ご

とに免許状更新講習を修了したことの確認を受けなければならない。 

免許状更新講習の受講対象者は教員（非常勤講師を含む）として勤務している者，

教員になる予定の者に限られる。ペーパーティーチャーは講習の対象にならないので，

教員になろうとするときに受講する。交付から 10 年以上経過して免許状が失効して

も，受講によって有効性が回復する。 
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２－２ 教科及び教職に関する科目【第２欄～第６欄】 

 

◆免許種共通履修科目  

 

・【第２欄】教科及び教科の指導法に関する科目（学科・免許種別）一覧を確認

し，原則，自分の所属する学科の免許状取得に必要な科目の単位を修得する。  

 

・取得を希望する免許状の種類に合わせて，【第２欄】内「教科に関する専門的事

項」の科目区分欄の科目ごとに，それに対応する「本学部の授業科目」を修得する。  

 

・実習等を伴う科目もあるため，１年生のうちから学研災および学研賠に加入してお

く。  

 

・過去に，総単位数を満たしているが，区分ごとの最低修得単位の不足により，免許

状が取得できない学生がいた。必ず学期ごとにポートフォリオに取得した単位を

入力し，修得した単位数を確認する。  

 ポートフォリオ： h t t p : / / k y o u s h o k u . s h i n s h u - u . a c . j p / k y o u s h o k u / c m s /  

 

 

◆教科別履修方法  

 

（１）理科  

  ｢教科及び教職に関する科目｣を，最低必要単位数 (59 単位 )以上修得する。【第２

欄】内、教科の指導法は「理科指導法Ⅰ (2 単位 )・理科指導法Ⅱ (2 単位 )・理科指

導法Ⅲ (4 単位：中免のみ )」を修得する。【第２欄】および【第３～５欄】におい

て最低必要単位数を超えて修得した単位は，【第６欄】の単位として算入すること

ができる。 

 

（２）数学  

  ｢教科及び教職に関する科目｣を，最低必要単位数 (59 単位 )以上修得する。【第２

欄】内、教科の指導法は「数学科指導法Ⅰ (2 単位 )・数学科指導法Ⅱ (2 単位 )・数

学科指導法Ⅲ (2 単位：中免のみ )・数学科指導法演習Ⅰ (1 単位：中免のみ )・数学

科指導法演習Ⅱ(1 単位：中免のみ )」を修得する。【第２欄】および【第３～５

欄】において最低必要単位数を超えて修得した単位は，【第６欄】の単位として算

入することができる。 

 

（３）情報  

  ｢教科及び教職に関する科目｣を，最低必要単位数 (59 単位 )以上修得する。【第２

欄】内、教科の指導法は「情報科指導法 (4 単位 )」を修得する【第２欄】および

【第３～５欄】において最低必要単位数を超えて修得した単位は，【第６欄】の単

位として算入することができる。 

 

 

 

 

 

 —74—



２－２ 教科及び教職に関する科目【第２欄～第６欄】 

 

◆免許種共通履修科目  

 

・【第２欄】教科及び教科の指導法に関する科目（学科・免許種別）一覧を確認

し，原則，自分の所属する学科の免許状取得に必要な科目の単位を修得する。  

 

・取得を希望する免許状の種類に合わせて，【第２欄】内「教科に関する専門的事

項」の科目区分欄の科目ごとに，それに対応する「本学部の授業科目」を修得する。  

 

・実習等を伴う科目もあるため，１年生のうちから学研災および学研賠に加入してお

く。  

 

・過去に，総単位数を満たしているが，区分ごとの最低修得単位の不足により，免許

状が取得できない学生がいた。必ず学期ごとにポートフォリオに取得した単位を

入力し，修得した単位数を確認する。  

 ポートフォリオ： h t t p : / / k y o u s h o k u . s h i n s h u - u . a c . j p / k y o u s h o k u / c m s /  

 

 

◆教科別履修方法  

 

（１）理科  

  ｢教科及び教職に関する科目｣を，最低必要単位数 (59 単位 )以上修得する。【第２

欄】内、教科の指導法は「理科指導法Ⅰ (2 単位 )・理科指導法Ⅱ (2 単位 )・理科指

導法Ⅲ (4 単位：中免のみ )」を修得する。【第２欄】および【第３～５欄】におい

て最低必要単位数を超えて修得した単位は，【第６欄】の単位として算入すること

ができる。 

 

（２）数学  

  ｢教科及び教職に関する科目｣を，最低必要単位数 (59 単位 )以上修得する。【第２

欄】内、教科の指導法は「数学科指導法Ⅰ (2 単位 )・数学科指導法Ⅱ (2 単位 )・数

学科指導法Ⅲ (2 単位：中免のみ )・数学科指導法演習Ⅰ (1 単位：中免のみ )・数学

科指導法演習Ⅱ(1 単位：中免のみ )」を修得する。【第２欄】および【第３～５

欄】において最低必要単位数を超えて修得した単位は，【第６欄】の単位として算

入することができる。 

 

（３）情報  

  ｢教科及び教職に関する科目｣を，最低必要単位数 (59 単位 )以上修得する。【第２

欄】内、教科の指導法は「情報科指導法 (4 単位 )」を修得する【第２欄】および

【第３～５欄】において最低必要単位数を超えて修得した単位は，【第６欄】の単

位として算入することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）工業  

  ｢教科及び教職に関する科目｣を，最低必要単位数 (59 単位 )以上修得する。【第

２欄】内，教科の指導法は「工業科指導法 (4 単位 )」を修得する【第２欄】および

【第３～５欄】において最低必要単位数を超えて修得した単位は，【第６欄】の単

位として算入することができる。 

 

※ただし，「工業」は，免許法施行規則に特例措置があり，【第２欄】内「教

科に関する専門的事項」（職業指導の４単位は必修）を 59 単位以上と，「日本

国憲法」等の「免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目」の単位を修得すれば，

【第３～５欄】および【第６欄】を履修しなくても免許の取得が可能である。

なお，【第３～５欄】内科目を履修した場合は，免許状取得に必要な 59 単位の

うちに算入される。  

 

＜免許法施行規則第五条第二項表備考第六号＞  

工業の普通免許状の授与を受ける場合は、当分の間、各教科の指導法に関する科目、教

諭の教育の基礎的理解に関する科目等の全部又は一部の単位は、当該免許状に係る教科に

関する専門的事項に関する科目について修得することができる。  

 

 

 

 

【３年次編入学生】 

高等専門学校 

既修得単位のうち【第２欄】内「教科に関する専門的事項」として認定され

るのは，４・５年次で修得した科目のうち 10 単位までに制限されている。 

短期大学や専修学校 

修得した単位は，【第２欄】内「教科に関する専門的事項」としては認定さ

れない。 

４年制大学 

修得した単位でも，在学していた学科が中学校の理科，高等学校の理科，数

学，工業又は情報のいずれかの教員免許を取得できる課程の場合のみ，認定さ

れる。それ以外の学科で修得した単位は認定されない。 
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【第２欄】教科及び教科の指導法に関する科目（学科・免許種別）

科目
区分

科目
最低
修得
単位数

授業科目名 開講学科 必修
選択
必修

選択 履修方法等

中一種免 基礎物理学Ⅰ 物質化学科 2

（理科） 基礎物理学Ⅱ 物質化学科 2

高一種免 統計熱力学 物質化学科 2

（理科） 電磁気学 物質化学科 2

物質化学入門 物質化学科 2

量子化学 物質化学科 2

物理化学Ⅰ 物質化学科 2

物理化学Ⅱ 物質化学科 2

有機化学Ⅰ 物質化学科 2

有機化学Ⅱ 物質化学科 2

無機化学Ⅰ 物質化学科 2

無機化学Ⅱ 物質化学科 2

分析化学 物質化学科 2

高分子化学 物質化学科 2

機器分析 物質化学科 2

物理化学演習 物質化学科 1

有機化学演習 物質化学科 1

無機化学演習 物質化学科 1

分析化学演習 物質化学科 1

有機立体化学 物質化学科 2

コロイド・界面化学 物質化学科 2

有機構造解析 物質化学科 2

コンピュータ化学演習 物質化学科 1

生物化学 物質化学科 2

生物化学演習 物質化学科 1

生物学Ａ 共通教育科目 2

生物学Ｂ 共通教育科目 2

地学概論Ⅰ 共通教育科目（物質化学科） 2

地学概論Ⅱ 共通教育科目（物質化学科） 2

物理学実験 物質化学科 1（中） 1（高）

物理化学実験 物質化学科
1

（中・高）

有機化学実験 物質化学科
1

（中・高）

無機化学実験 物質化学科
1

（中・高）

生物化学実験 物質化学科
1

（中・高）

分析化学実験 物質化学科 1（中） 1（高）

生物学実験 物質化学科 1（中） 1（高）

地学実験 物質化学科 1（中） 1（高）

理科指導法Ⅰ 2 中免必修　高免必修

理科指導法Ⅱ 2 中免必修　高免必修

理科指導法Ⅲ 4 中免必修

1

物理学実験（コン
ピュータ活用を含
む。）
化学実験（コンピュー
タ活用を含む。）
生物学実験（コン
ピュータ活用を含
む。）
地学実験（コンピュー
タ活用を含む。）

【第２欄】の
最低取得単位数

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

中免
８
高免
４

中免：28単位　　　高免：24単位

生物学 1

地学 1

物質化学科学生対象＜理科＞
免許法施行規則に定める科目区分

1

各教科の指導法（情報機器及
び教材の活用を含む。）

高免：選択必修の4科
目のうち，いずれか1
科目選択必修

免許状の
種類

左に該当する本学部の授業科目と教員免許用履修要件

物理学 1

化学
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1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

4

1

1

1

1

1
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2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

1

1

1

1

1
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【第２欄】教科及び教科の指導法に関する科目（学科・免許種別）

科目
区分

科目
最低
修得
単位数

授業科目名 開講学科 必修
選択
必修

選択 履修方法等

中一種免 線形代数学Ⅱ 共通教育科目（電子情報システム工学科） 2

（数学） 数理論理 電子情報システム工学科 2

高一種免 情報数学 電子情報システム工学科 2

（数学） 応用数学Ⅱ 2

応用数学Ⅲ 2

応用数学Ⅰ 2

解析学 2

基礎数学 2

確率・統計 2

待ち行列理論 2

数理決定論 2

コンピュータアーキテクチャ 2

インテリジェントシステム 2

基礎論理回路 2

数学科指導法Ⅰ 2 中免必修　高免必修

数学科指導法Ⅱ 2 中免必修　高免必修

数学科指導法Ⅲ 2 中免必修

数学科指導法演習Ⅰ 1 中免必修

数学科指導法演習Ⅱ 1 中免必修

電子情報システム工学科

1

免許法施行規則に定める科目区分

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

電子情報システム工学科学生対象＜数学＞

【第２欄】の
最低取得単位数

1

各教科の指導法（情報機器
及び教材の活用を含む。）

中免
８
高免
４

免許状の
種類

左に該当する本学部の授業科目と教員免許用履修要件

1

1代数学

中免：28単位　　　高免：24単位

解析学 電子情報システム工学科

電子情報システム工学科

コンピュータ 電子情報システム工学科

幾何学

1

「確率論,統計学」
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2

2
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４  教職関係相談窓口  

   

教 職 課 程 に 関 す る 疑 問 点 に つ い て は ， 下 記 ま で 相 談 し て く だ さ い 。  

  

【 松 本 キ ャ ン パ ス 】  

  全 学 教 育 機 構  教 職 支 援 セ ン タ ー  

  所 在 地 ： 松 本 キ ャ ン パ ス  全 学 教 育 機 構 南 校 舎 ２ 階  

ホ ー ム ペ ー ジ ： h t t p : / / k y o u s h o k u . s h i n s h u - u . a c . j p / k y o u s h o k u / c m s /  

 

◇ 教 職 支 援 セ ン タ ー  

信 州 大 学 に お け る 教 職 課 程 を 有 す る 学 部 の 教 職 教 育 の 支 援 の た

め に 設 置 さ れ ま し た 。 「 教 職 教 育 部 門 」 「 地 域 連 携 部 門 」 「 学

芸 員 ・ 理 数 系 教 員 養 成 支 援 部 門 」 の ３ 部 門 で 構 成 さ れ ， 各 学 部

で 教 員 免 許 状 取 得 を 目 指 す 学 生 に 様 々 な 指 導 を 行 っ て い ま す 。  

履 修 計 画 の 作 成 や 教 職 関 連 科 目 の 履 修 上 の 相 談 ， あ る い は 介 護

等 体 験 や 教 育 実 習 に 関 し て は 専 任 教 員 と 特 任 教 員 が 相 談 に 乗 り

ま す 。 ま た ， 教 員 採 用 試 験 対 策 で は ， 各 都 道 府 県 の 最 新 の 傾 向

等 を も と に 個 別 に 指 導 を 行 っ て い ま す 。 さ ら に ， 「 教 職 課 程 ポ

ー ト フ ォ リ オ 」 に ， 学期ごとに取得した単位を入力することで，修得し

た単位数を確認することができますので， 活用しましょう。  

また， 教職支援センターのホームページには， 集中講義の日程等も掲載さ

れますので， 定期的に確認をしましょう。  

 

 

 【 長 野 工 学 キ ャ ン パ ス 】  

信 州 大 学 工 学 部  学 務 係 窓 口  

所 在 地 ： 長 野 （ 工 学 ） キ ャ ン パ ス  Ｅ ３ 棟 １ 階  

教 職 相 談 室  開 講 日 時 ・ 教 室 等 は 掲 示 板 で お 知 ら せ し ま す 。  
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